
◆　死亡事故の特徴
１　事故類型別発生状況

○　　事故類型別では、車両対歩行者が54件(42.9%)、車両相

互が51件(40.5%)、車両単独が20件(15.9%)、踏切が1件

(0.8%)である。

　　　　このうち、自転車関連事故の内訳は車両対歩行者１件

車両相互14件、車両単独3件である。

２　昼夜間別発生状況

○　　昼夜別では、昼間が67件(53.2%)、夜間が59件(46.8%)で

ある。

○　　昼間の類型別では、車両相互が38件(56.7%)､車両対歩

行者が19件(28.4%)、車両単独が9件(13.4%)、踏切が1件

(1.5%)である。また、夜間の類型別では、車両対歩行者が

35件(59.3%)、車両相互が13件(22.0%)、車両単独が11件

(18.6%)である。

３　年齢層別死者数

○　　高齢者が69人(54.3%)と最も多く、次いで50歳代が19人

(15.0%)、40歳代が14人(11.0%)、30歳代が7人(5.5%)、若者

が6人(4.7%)、25歳～29歳及び60歳～64歳がそれぞれ5

人(3.9%)、子供が2人(1.6%)である。

４　状態別死者数

○　　歩行中死者が54人(42.5%)と最も多く、次いで四輪乗車

中死者が33人(26.0%)、二輪乗車中死者が23人(18.1%)、

自転車乗用中死者が17人(13.4%)である。

○　　四輪乗車中死者のうち、シートベルト非着用者は9人

（27.3%）である。

５　法令違反別発生状況

○　　安全不確認が36件（28.6%）と最も多く、次いで前方不注

意が28件(22.2%)、運転操作不適が23件(18.3%）、信号無

視が9件(7.1%）、歩行者妨害及び動静不注視がそれぞれ

6件(4.8%）、一時不停止が4件（3.2%）、通行区分が2件

（1.6%）、速度超過及び酒酔いがそれぞれ1件(0.8%）、そ

の他の違反が10件（7.9%）となっている。

６　時間帯別発生状況
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◆ 県内の交通事故発生状況
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（令和５年１月～令和５年１２月）

反射材　光って気づいて　事故防止

令和６年 交通安全年間スローガン決定！（内閣総理大臣賞）

今日もまた　あなたの無事故　待つ家族

身につけよう　交通ルールと　ヘルメット

わたるまえ　わすれずかくにん　みぎひだり
《子どもたちに交通安全を呼びかけるもの》

《歩行者・自転車利用者に呼びかけるもの》

《運転者（同乗者を含む）に呼びかけるもの》　

令 和 ５ 年 中 の 交 通 事 故 発 生 状 況

挙げる手を　やさしく見守る　横断歩道

姉埼神社姉埼神社（市原市）（市原市）

謹賀新年謹賀新年

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 令和６年１月 （4）令和６年１月（1）
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交差点　自分を守ろう　周り見て

　
謹
ん
で
、
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
千
葉
県
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ

ー
及
び
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
か

ら
地
域
の
中
心
と
な
っ
て
交
通
安
全
活

動
に
御
尽
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
警

察
行
政
各
般
に
わ
た
り
、
深
い
御
理
解

と
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
５
年
中
の
県
内
に
お
け

る
交
通
事
故
の
特
徴
に
つ
き
ま
し
て
は
、

交
通
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
半
数

以
上
が
高
齢
者
で
あ
っ
た
ほ
か
、
前
年

と
比
べ
、
歩
行
中
、
自
転
車
・
二
輪
車

に
乗
車
中
の
交
通
死
亡
事
故
が
増
加
し

ま
し
た
。
ま
た
、
飲
酒
運
転
等
の
悪
質
・

危
険
な
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
も
後
を

絶
た
ず
、
大
変
厳
し
い
情
勢
で
し
た
。

今
年
も
年
当
初
か
ら
交
通
死
亡
事
故
が

連
続
し
て
発
生
し
て
お
り
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
県
警
で
は

次
の
四
つ
を
柱
に
据
え
て
、
「
交
通
安

全
県
ち
ば
」
の
実
現
に
向
け
た
対
策
を

重
点
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
「
飲
酒
運
転
の
根
絶
に

向
け
た
取
組
の
推
進
」
で
あ
り
、
飲
酒

運
転
の
徹
底
し
た
取
締
り
の
ほ
か
、
ド

ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
酒
類
提
供

を
行
う
事
業
者
や
雇
用
主
等
に
対
す
る

効
果
的
な
広
報
啓
発
な
ど
、
県
民
総
ぐ

る
み
で
「
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
・

さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い
」
と
い
う
気
運

を
醸
成
さ
せ
る
た
め
の
各
種
取
組
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
「
歩
行
者
保
護
「
ゼ
ブ

ラ
・
ス
ト
ッ
プ
」
等
の
徹
底
」
で
あ
り
、

歩
行
者
に
対
す
る
正
し
い
横
断
を
促
す

た
め
の
指
導
啓
発
や
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

す
る
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先

義
務
等
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　
三
つ
目
は
、
「
高
齢
者
安
全
対
策
の

強
化
」
で
あ
り
、
「
キ
ラ
リ
ア
ッ
プ
☆

ち
ば
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た

反
射
材
等
の
着
用
促
進
や
い
わ
ゆ
る
サ

ポ
カ
ー
の
普
及
に
向
け
た
広
報
啓
発
活

動
等
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
四
つ
目
は
、
「
自
転
車
そ
の

他
の
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
」

で
あ
り
、
昨
年
４
月
に
全
て
の
自
転
車

利
用
者
に
努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
促
進
や
、
７
月
に
新

た
な
車
両
区
分
と
し
て
設
け
ら
れ
た
特

定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
交
通
ル
ー

ル
の
周
知
に
向
け
た
広
報
啓
発
活
動
等

を
通
じ
て
、
自
転
車
等
の
安
全
利
用
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
諸
対
策
に
つ
い
て
は
、
地

域
が
一
体
と
な
り
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

各
種
交
通
安
全
活
動
に
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
、
千
葉
県
交
通
安
全
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
御
発
展
と
地
域

交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の
皆
様
の
御

健
勝
と
御
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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杵
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二

　
謹
ん
で
、
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
千
葉
県
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ

ー
及
び
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

の
皆
様
に
は
、
旧
年
中
、
格
別
の
御
支

援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
地
域
に

お
け
る
交
通
事
故
防
止
活
動
や
交
通
安

全
教
育
に
御
尽
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

警
察
行
政
各
般
に
わ
た
り
、
深
い
御
理

解
と
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
５
年
中
の
県
内
に
お
け

る
交
通
事
故
情
勢
に
つ
き
ま
し
て
は
、

５
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
位
置
付
け
が
５
類
感
染
症
に
移

行
さ
れ
、
交
通
流
の
大
き
な
変
化
や
社

会
経
済
活
動
が
活
性
化
さ
れ
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
交
通
事
故
の
発
生
件
数
及

び
死
傷
者
数
が
い
ず
れ
も
前
年
と
比
べ

て
大
幅
に
増
加
し
た
ほ
か
、
飲
酒
運
転

を
始
め
と
す
る
悪
質
・
危
険
な
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
も
依
然
と
し
て
後
を
絶

た
な
い
な
ど
、
大
変
憂
慮
す
べ
き
状
況

で
し
た
。
ま
た
、
改
正
道
路
交
通
法
の

施
行
に
よ
り
、
昨
年
４
月
に
は
、
全
て

の
自
転
車
利
用
者
に
対
し
、
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務
と
な
っ

た
ほ
か
、
７
月
に
は
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
車
両
を
「
特
定
小
型
原
動
機
付

自
転
車
」
に
分
類
す
る
新
た
な
交
通
ル

ー
ル
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
、
道
路
交
通

を
め
ぐ
る
情
勢
は
日
々
変
化
し
て
お
り
、

今
後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
県
警

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
悲
惨
な
交
通
事

故
を
１
件
で
も
抑
止
す
べ
く
、
「
飲
酒

運
転
の
根
絶
に
向
け
た
取
組
の
推
進
」
、

「
歩
行
者
保
護
「
ゼ
ブ
ラ
・
ス
ト
ッ
プ
」

等
の
徹
底
」
、
「
高
齢
者
安
全
対
策
の

強
化
」
、
そ
し
て
「
自
転
車
そ
の
他
の

小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
」
を
４

つ
の
柱
と
し
、
交
通
事
故
防
止
に
つ
な

が
る
交
通
指
導
取
締
り
や
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
と
し

た
交
通
安
全
教
育
等
の
諸
対
策
を
一
層

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
、
誰
も
が
当
事
者
と
な

る
お
そ
れ
の
あ
る
身
近
な
問
題
で
あ
り
、

交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
安
心
を
実
感

で
き
る
く
ら
し
の
実
現
は
、
全
て
の
県

民
の
切
実
な
願
い
で
す
。
そ
の
実
現
の

た
め
に
は
、
今
後
も
警
察
、
関
係
機
関
・

団
体
、
地
域
等
が
緊
密
に
連
携
し
、
社

会
全
体
で
県
民
一
人
一
人
の
交
通
安
全

意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
「
交
通

安
全
県
ち
ば
」
の
実
現
に
向
け
、
交
通

事
故
の
防
止
と
交
通
安
全
活
動
に
、
引

き
続
き
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
千
葉
県
交
通
安
全
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
御
発
展
と
地
域

交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の
皆
様
の
御

健
勝
と
御
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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交差点　自分を守ろう　周り見て

　
謹
ん
で
、
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
千
葉
県
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ

ー
及
び
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
か

ら
地
域
の
中
心
と
な
っ
て
交
通
安
全
活

動
に
御
尽
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
警

察
行
政
各
般
に
わ
た
り
、
深
い
御
理
解

と
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
５
年
中
の
県
内
に
お
け

る
交
通
事
故
の
特
徴
に
つ
き
ま
し
て
は
、

交
通
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
半
数

以
上
が
高
齢
者
で
あ
っ
た
ほ
か
、
前
年

と
比
べ
、
歩
行
中
、
自
転
車
・
二
輪
車

に
乗
車
中
の
交
通
死
亡
事
故
が
増
加
し

ま
し
た
。
ま
た
、
飲
酒
運
転
等
の
悪
質
・

危
険
な
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
も
後
を

絶
た
ず
、
大
変
厳
し
い
情
勢
で
し
た
。

今
年
も
年
当
初
か
ら
交
通
死
亡
事
故
が

連
続
し
て
発
生
し
て
お
り
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
県
警
で
は

次
の
四
つ
を
柱
に
据
え
て
、
「
交
通
安

全
県
ち
ば
」
の
実
現
に
向
け
た
対
策
を

重
点
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
「
飲
酒
運
転
の
根
絶
に

向
け
た
取
組
の
推
進
」
で
あ
り
、
飲
酒

運
転
の
徹
底
し
た
取
締
り
の
ほ
か
、
ド

ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
酒
類
提
供

を
行
う
事
業
者
や
雇
用
主
等
に
対
す
る

効
果
的
な
広
報
啓
発
な
ど
、
県
民
総
ぐ

る
み
で
「
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
・

さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い
」
と
い
う
気
運

を
醸
成
さ
せ
る
た
め
の
各
種
取
組
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
「
歩
行
者
保
護
「
ゼ
ブ

ラ
・
ス
ト
ッ
プ
」
等
の
徹
底
」
で
あ
り
、

歩
行
者
に
対
す
る
正
し
い
横
断
を
促
す

た
め
の
指
導
啓
発
や
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

す
る
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先

義
務
等
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　
三
つ
目
は
、
「
高
齢
者
安
全
対
策
の

強
化
」
で
あ
り
、
「
キ
ラ
リ
ア
ッ
プ
☆

ち
ば
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た

反
射
材
等
の
着
用
促
進
や
い
わ
ゆ
る
サ

ポ
カ
ー
の
普
及
に
向
け
た
広
報
啓
発
活

動
等
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
四
つ
目
は
、
「
自
転
車
そ
の

他
の
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
」

で
あ
り
、
昨
年
４
月
に
全
て
の
自
転
車

利
用
者
に
努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
促
進
や
、
７
月
に
新

た
な
車
両
区
分
と
し
て
設
け
ら
れ
た
特

定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
交
通
ル
ー

ル
の
周
知
に
向
け
た
広
報
啓
発
活
動
等

を
通
じ
て
、
自
転
車
等
の
安
全
利
用
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
諸
対
策
に
つ
い
て
は
、
地

域
が
一
体
と
な
り
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

各
種
交
通
安
全
活
動
に
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
、
千
葉
県
交
通
安
全
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
御
発
展
と
地
域

交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の
皆
様
の
御

健
勝
と
御
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

土
屋 
裕
二

自転車も　歩行者優先　安全走行

杵
渕
　賢
二

　
謹
ん
で
、
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
千
葉
県
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ

ー
及
び
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

の
皆
様
に
は
、
旧
年
中
、
格
別
の
御
支

援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
地
域
に

お
け
る
交
通
事
故
防
止
活
動
や
交
通
安

全
教
育
に
御
尽
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

警
察
行
政
各
般
に
わ
た
り
、
深
い
御
理

解
と
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
５
年
中
の
県
内
に
お
け

る
交
通
事
故
情
勢
に
つ
き
ま
し
て
は
、

５
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
位
置
付
け
が
５
類
感
染
症
に
移

行
さ
れ
、
交
通
流
の
大
き
な
変
化
や
社

会
経
済
活
動
が
活
性
化
さ
れ
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
交
通
事
故
の
発
生
件
数
及

び
死
傷
者
数
が
い
ず
れ
も
前
年
と
比
べ

て
大
幅
に
増
加
し
た
ほ
か
、
飲
酒
運
転

を
始
め
と
す
る
悪
質
・
危
険
な
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
も
依
然
と
し
て
後
を
絶

た
な
い
な
ど
、
大
変
憂
慮
す
べ
き
状
況

で
し
た
。
ま
た
、
改
正
道
路
交
通
法
の

施
行
に
よ
り
、
昨
年
４
月
に
は
、
全
て

の
自
転
車
利
用
者
に
対
し
、
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務
と
な
っ

た
ほ
か
、
７
月
に
は
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
車
両
を
「
特
定
小
型
原
動
機
付

自
転
車
」
に
分
類
す
る
新
た
な
交
通
ル

ー
ル
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
、
道
路
交
通

を
め
ぐ
る
情
勢
は
日
々
変
化
し
て
お
り
、

今
後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
県
警

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
悲
惨
な
交
通
事

故
を
１
件
で
も
抑
止
す
べ
く
、
「
飲
酒

運
転
の
根
絶
に
向
け
た
取
組
の
推
進
」
、

「
歩
行
者
保
護
「
ゼ
ブ
ラ
・
ス
ト
ッ
プ
」

等
の
徹
底
」
、
「
高
齢
者
安
全
対
策
の

強
化
」
、
そ
し
て
「
自
転
車
そ
の
他
の

小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
」
を
４

つ
の
柱
と
し
、
交
通
事
故
防
止
に
つ
な

が
る
交
通
指
導
取
締
り
や
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
と
し

た
交
通
安
全
教
育
等
の
諸
対
策
を
一
層

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
、
誰
も
が
当
事
者
と
な

る
お
そ
れ
の
あ
る
身
近
な
問
題
で
あ
り
、

交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
安
心
を
実
感

で
き
る
く
ら
し
の
実
現
は
、
全
て
の
県

民
の
切
実
な
願
い
で
す
。
そ
の
実
現
の

た
め
に
は
、
今
後
も
警
察
、
関
係
機
関
・

団
体
、
地
域
等
が
緊
密
に
連
携
し
、
社

会
全
体
で
県
民
一
人
一
人
の
交
通
安
全

意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
「
交
通

安
全
県
ち
ば
」
の
実
現
に
向
け
、
交
通

事
故
の
防
止
と
交
通
安
全
活
動
に
、
引

き
続
き
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
千
葉
県
交
通
安
全
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
御
発
展
と
地
域

交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の
皆
様
の
御

健
勝
と
御
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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◆　死亡事故の特徴
１　事故類型別発生状況

○　　事故類型別では、車両対歩行者が54件(42.9%)、車両相

互が51件(40.5%)、車両単独が20件(15.9%)、踏切が1件

(0.8%)である。

　　　　このうち、自転車関連事故の内訳は車両対歩行者１件

車両相互14件、車両単独3件である。

２　昼夜間別発生状況

○　　昼夜別では、昼間が67件(53.2%)、夜間が59件(46.8%)で

ある。

○　　昼間の類型別では、車両相互が38件(56.7%)､車両対歩

行者が19件(28.4%)、車両単独が9件(13.4%)、踏切が1件

(1.5%)である。また、夜間の類型別では、車両対歩行者が

35件(59.3%)、車両相互が13件(22.0%)、車両単独が11件

(18.6%)である。

３　年齢層別死者数

○　　高齢者が69人(54.3%)と最も多く、次いで50歳代が19人

(15.0%)、40歳代が14人(11.0%)、30歳代が7人(5.5%)、若者

が6人(4.7%)、25歳～29歳及び60歳～64歳がそれぞれ5

人(3.9%)、子供が2人(1.6%)である。

４　状態別死者数

○　　歩行中死者が54人(42.5%)と最も多く、次いで四輪乗車

中死者が33人(26.0%)、二輪乗車中死者が23人(18.1%)、

自転車乗用中死者が17人(13.4%)である。

○　　四輪乗車中死者のうち、シートベルト非着用者は9人

（27.3%）である。

５　法令違反別発生状況

○　　安全不確認が36件（28.6%）と最も多く、次いで前方不注

意が28件(22.2%)、運転操作不適が23件(18.3%）、信号無

視が9件(7.1%）、歩行者妨害及び動静不注視がそれぞれ

6件(4.8%）、一時不停止が4件（3.2%）、通行区分が2件

（1.6%）、速度超過及び酒酔いがそれぞれ1件(0.8%）、そ

の他の違反が10件（7.9%）となっている。

６　時間帯別発生状況
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◆ 県内の交通事故発生状況

区　　　分 総　　数 前  年  比

負 傷 者 数

死   者   数

16,259

+3(+4)127(126)

＋　8２

 ※　死者数欄の（　 ）内は発生件数を示す。

＋　3

３

死者数

１ 大　阪

区　分

◆ 死者数の多い都道府県

順　位

＋341

＋420

発 生 件 数 13,564

前年比

103

103

＋　2

＋ 28

122 ＋ 18

－１7

115

145

136

＋　7

＋　4

＋ 16

８

　　　（前年比　+ 68人、+ 2．6％）

　○全国の死者数　２，６78人

６

５ 千　葉 127 ＋　3５

埼　玉

７

福　岡

＋　２

兵　庫

１０ 茨　城

神奈川

８

93

（令和５年１月～令和５年１２月）

反射材　光って気づいて　事故防止

令和６年 交通安全年間スローガン決定！（内閣総理大臣賞）

今日もまた　あなたの無事故　待つ家族

身につけよう　交通ルールと　ヘルメット

わたるまえ　わすれずかくにん　みぎひだり
《子どもたちに交通安全を呼びかけるもの》

《歩行者・自転車利用者に呼びかけるもの》

《運転者（同乗者を含む）に呼びかけるもの》　

令 和 ５ 年 中 の 交 通 事 故 発 生 状 況

挙げる手を　やさしく見守る　横断歩道

姉埼神社姉埼神社（市原市）（市原市）

謹賀新年謹賀新年

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 令和６年１月 （4）令和６年１月（1）

Vol.３９２
 2024. 1. 千葉県交通安全活動推進センター


